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2024 年度も多くの方々から応援していただき、また活動への様々なご支援をいただけたお陰
で、無事に1年間を終えることができました。心より深く感謝申し上げます。今年も新たな出
会いもたくさんあり、活動を通して繋がっていくご縁にスタッフ一同感謝しております。

本年度のスクールクラブ活動においては  新たなチャレンジをする機会をいただき、積み上げ
てきたものを発展させることができました。また新たな地域でもスクール活動を展開するため
に取り組んでまいりました。指導者派遣事業については、既存の派遣先において内容の充実
化をすることに力をいれました。また派遣先の福祉施設に対し、施設内で取り組める運動プロ
グラムについて情報提供等をすることも行ってまいりました。。交流会においては、にっこにこ
フェスタ・コパトラッソスなど主催事業も実施することができました。ゴチャタノが海外のプロ
クラブの目にとまり、日本国内で共催することができました。

スポンサー・サポーターの方々、会員とご家族、ボランティアスタッフが温かく支えてくださっ
たお陰で1年間を走り切ることができました。2025 年度も地道に活動を続け余暇スポーツを
広めて参ります。

認定特定非営利活動法人トラッソス 
理 事 長　江木ひかり

ごあいさつ

スポーツを通し、
障がい者と健常者が
共に成長できる社会を

トラッソスの理念
I.

II.
III.

知的・発達障がい児者のサッカーの普及、
選手・指導者育成を行います
知的・発達障がい児者の社会進出に寄与します
知的・発達障がい児者の精神的自立を支援します



サッカースクール・クラブ事業
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来季への展望

今年度の事業概要
サッカースクール
東京都内 3 つの地区（江戸川区・江東区・中野区）、神奈川県内 1つの地区（横浜市）で毎過火曜日から土曜日、毎回楽し
く活動を行っています。また 2025 年 4 月に東京都三鷹市で新規スクールを開校します［会員数：66 名 * 休会者を含む］

サッカークラブ
東京都内 2 つの地区（江戸川区・江東区）、毎週金曜日・土曜日、月1 回日曜日に活動しています。グループ内での個の存
在意義とコミュニケーションを大切に活動しています。［会員数：55 名 * 休会者を含む］

知的・発達障がいがあるため、「運動に参加できない」「スポーツが嫌いになってしまう」人は少なくありません。トラッソスでは幼児
から成人までが共に“ 笑顔 ” で楽しむサッカーを通して、「やりたくなるサッカー」を心がけています。

また、子ども達が色々なイベントやアクティビティを通して成長することを目的とし、サマーキャンプ、クリスマス・ファミリーサッカー
などを開催しています。

2025 年度も引き続き、新規スクール会員の増加に力を入れていきます。これまで東京都の区部が中心の活動でしたが、
三鷹市にもスクール拠点を置き、市部の方々にもトラッソスのモットーである「やりたくなるサッカー」を提供していきます。
一人でも多くの方にとって「好きなスポーツ」「自分の居場所」となるように努めます。クラブチームは、「応援されるチーム」「応
援される選手」を目標とし、参加する大会や交流などを通して、トラッソス流「やりたくなるサッカー」を表現していきます。

サッカースクール・クラブ事業について

スクール活動では、4 歳の子どもから 50 歳の方までがサッ
カーを通して、一緒に笑顔になれる活動を実施しました。
これまで中野スクールとして活動してきましたが、中野区
公認 Nakatch 知的障がい者サッカークラブとして活動を
展開することになりました。また 2025 年 4 月に三鷹市
SUBARU 総合スポーツセンターで新規スクールを開校す
るためにプレスクールを 2024 年 11月から実施しました。

クラブチームでは、17 歳から 40 歳のメンバーがチームス
ポーツの楽しさを感じながら目標に向かい取り組むことが
できました。

地域の高校生と交流

東京東ロータリークラブ様のご支援をいただき、地域の高
校生と交流会を実施することができました。スポーツを通し
て楽しい時間を過ごすことができました。

新規体験者について

体験の申込みが増えた１年でした。問い合わせフォームから
は「運動の場所を探しています」「サッカーがやりたいです」「友
達からの紹介です」といったコメントがあり、無料体験を経
て会員となっています。

ボランティアによる支援
トラッソスは学生や社会人の皆様、企業の皆様、国籍を
問わず多くの皆様にボランティアとしてご支援をいただ
いております。サッカー経験の有無に関わらずご参加い
ただけます。未経験の方が長く参加してくださる事例が
多くあります。



指導者派遣 ～ FC 東京センサリールーム～

J1リーグの FC 東京のホームゲームでは、年間数試合にお
いてセンサリールームの設置をしています。ルームの運営
はトラッソスが担っており、感覚過敏や多動性のあるお子
さんとそのご家族をご招待して、静かな部屋で試合観戦を
していただきます。様々な課題でスタジアムで観戦するこ
とを諦めていたご家族にとって、大変好評な事業となって
います。

指導者派遣 ～チャレンジスポーツ教室～

各地でインクルーシブな教室が開催されていますが、知的
障がいの方が参加できない状況があるということから、公
益財団法人東京都文化スポーツ事業団から委託を受け、
知的障がいのあるお子さんから成人の方々を対象にしたス
ポーツ教室の講師を担当しました。

指導者派遣 ～アクティブ KIDS スポーツクラブ小岩～　　

2021年度より江戸川区から委託を受けて始まった未就学
児と保護者の方を対象にした運動教室です。

毎回ほぼ定員に達し、子どもたちや保護者の方々にも楽し
い運動の時間を提供することができました。またお子さん
の動きの特徴も保護者の方に共有しながら行いました。

指導者派遣事業
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来季への展望

今年度の事業概要

近隣で行われるスポーツイベントへの参加を諦めてしまったり、遠くてトラッソス・サッカースクールに
通えない知的・発達障がい児者がいるのであれば、そこに私たちが向かえば問題は解決します。
トラッソスは、様々な地域・団体に指導者 ( コーチ ) が出向き、 サッカー教室を開催しています。

放課後等デイサービス事業所や生活介護事業所、未就学児の運動教室などに対する派遣
事業の他、新規事業として自治体が主催する「運動習慣定着事業」を担当し、福祉施設
の担当者等に対し、運動メニューの提供や施設内で行える運動プログラムの相談等にも対
応してきました。
保護者が主体となるグループから「やりたくなるサッカー教室」の依頼を受け実施しました。
江戸川区や大学等で実施される「初級パラスポーツ指導員養成講座」の講師依頼も受け、
知的障がい・発達障がいの余暇スポーツの現場について座学と実技を担当しました。

2024年度指導者派遣数

199回

オリンピック・パラリンピックの開催以降、インクルーシブイベントが増えてきましたが、一方で知的障がい・発達障がい
の方が参加しにくくなっている状況もあるため、トラッソスとして本領を発揮し、地域で楽しめる余暇スポーツを届けたい
と考えています。保育園・幼稚園などにアプローチして、未就学児から運動の機会の提供を広め「楽しむ心」を育んでいき
ます。また、江戸川区内にできた文化スポーツプラザのパラスポーツエリアを活用して、地域に根差したサッカー教室を展
開していきます。さらに公認初級パラスポーツ指導員養成講習会などの講師として、知的・発達障がいのある方々のスポー
ツ活動について発信していきます。
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交流事業

来季への展望

事業概要

トラッソスでは、コパトラッソスやゴチャタノなど知的・発達障がい児者と健常児者がサッカーを通した交流の場を設け、相
互理解を深めるイベントを開催しています。

Jリーグや Fリーグの公式戦の場でボランティア活動をすることができました。活動を通して他者のために力を発揮して「頼りに
される」ことや「ありがとう」の言葉をかけてもらえる嬉しさを体験することで、日々の活動に良い影響を与えることができました。

主催イベントである「にっこにこフェスタ」「コパトラッソス」では、更に周知に力を注ぎ、より多くの団体に参加してもらい、
サッカー仲間を増やしていきます。またゴチャタノを通して、インクルーシブイベントの素晴らしさを発信していきます。ボ
ランティア活動を通して、トラッソスのメンバーの可能性を広げることができるようになっています。サッカーに限らずスポー
ツの輪を広げ、プロスポーツの運営ボランティアなどを通して「支えるスポーツ」で交流しながら、地域社会とのコミュニケー
ションを図っていきます。

ボランティア活動

FC 東京のホームゲームでは、FC 東京・スポーツボランティア
のメンバーと共に、配布物を渡したりゴミの回収をしたり活躍し
ました。

Fリーグディビジョン 2 に参戦するリガーレヴィア葛飾のホーム
ゲームでボールパーソンを担当しました。緊迫した試合でもしっ
かりと役割を果たすことができました。

サッカー・フットサル以外で、初めて Bリーグの B3 に参戦す
るアースフレンズ東京 Z のホームゲームでもボランティア活動を
行い、競技を超えて新たな経験をすることができました。

インクルーシブサッカー大会「ゴチャタノ！」

2018 年より hummel と共同開催しているサッカー大会です。
障がいの有無、年齢、性別、職種、国籍に関係なくチームを
編成して、ミニゲーム大会を行います。

スクール生とクラブ選手がデザインをしたウエアを制作し、各
参加者が着用します。様々なボールを使用し、ゲームを楽しみ
ながらインクルーシブの意味を考えるイベントです。
今年は、ドイツブンデスリーガの1. FC ケルンのスタッフも来
日して共同開催することができました。ケルンにも高い評価を
いただきました。

にっこにこフェスタ

「誰でも、一人でも、仲間とも、家族とも」をテーマに掲げ、
17 回目となる競技会を実施しました。

10 月と12 月に開催し、未就学児から大人まで、たくさんの参
加者が楽しんでプレーする様子がみられました。また、江戸川
区内に広告を配布しており、地域住民の方々の参加も年々増加
傾向となっています。毎年、初参加の団体があるのも本競技会
の特徴ですが、今年は宮城県石巻市から新規団体が参加して
くれました。2025 年度は、群馬県内でにっこにこフェスタ専
門審判員の養成講習会を開催します。
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2023 年度会計報告

経常収益 経常費用

ご寄付・ご支援
多くの企業・団体の皆さまに、ご寄付・物品寄付、プロボノなど様々な形でご協力を賜り
ました。 またマンスリーサポーター制度を通して、多くの支援者より 2023 年度も継続的
なご寄付を賜りました。
企業様：24 社　団体様：6 団体　個人様：40 名　マンスリーサポーター様：29 名

事業収益
内訳
サッカースクール・クラブ事業

　指導者派遣事業
　交流事業

22,545,751  

13,713,100 
8,489,866 

342,785 

寄付金 7,600,399 
助成金 2,310,000 
会費 767,000 
その他 59,763 
合計 33,282,913 

人件費 13,097,418 
備品消耗品費 1,919,942 
施設使用料 1,579,230 
旅費交通費 2,578,026 
通信費 557,024 
事務用消耗品費 322,681 
消耗品費 1,189,223 
印刷経費 616,661 
支払手数料 928,044 
リース料 1,957,787 
地代家賃 1,005,720 
保険料 417,636 
研修費 59,000 
ボランティア関連費 391,199 
租税公課 1,041,700
その他経費
謝礼・水道光熱費・広告宣伝費・
新聞図書費など

602,876 

合計 　　28,264,167 

活動計算書の詳細は「令和 5 年度 特定非営利活動に係る活動計算書報告書」(PDF) と
して、ウェブサイトより閲覧頂けます。また、認定特定非営利活動法人としての事業
報告書などを、所轄庁である東京都に提出し情報を公開しております。
独立行政法人日本スポーツ振興センターよりくじ助成金を受け、第 17 回全日本知的
障害児・者サッカー競技会にっこにこフェスタを実施しました。

2023 年 12 月 1 日から 2024 年 11 月 30 日まで

寄付金の使途
活動で使用する荷物の運搬に伴う旅費、スポーツ用具などの備品消耗品、施設使用料、消耗品などに充当させていただきました。
また、今年度は第 17 回目となる「にっこにこフェスタ」を寄付金と助成金で実施することができました。

経常収益につきまして
収益では新規派遣先が増加しています。またスポンサーシップ登録をしてくださる企業
様が増加したことにより寄付金が増加しています。個人の方からいただいた寄付金は前
年からゆるやかに増加しています。費用の施設使用料（付帯設備を含む）ならびに旅費
については、夏の酷暑のため使用する体育館のエアコンの使用頻度があがりました。ス
クール会場への移動費、派遣先が増加したことで、コーチを含むスタッフの旅費交通
費が増加しました。

寄付総額
¥7,600,399

2023.12.1～
2024.11.30

事業収益の内訳



ご支援・ご協力を頂いた皆さま

スポンサー企業
スポンサーとしてトラッソスを応援いただいている企業の皆さまから、寄付だけではなく、広報、ボランティアへの協力等、様々
なご支援・ご協力を頂きました。

2024 年度数字にみるトラッソス
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理 事 長  江木　ひかり
副理事長  吉澤　昌好
理 事  鬼原　芳枝
理 事  橋本　清美
理 事  田中　康嗣
理 事  藤沼　光輝

理 事  荻野　敦子
理 事  村林　裕
監 事  斎藤　啓子
コーチ  吉澤　昌好
コーチ  藤沼　光輝
コーチ  松井　基樹

NPOトラッソスチーム

スクール
開催数

348回

クラブ
開催数

88回

クラブ
選手数

55名

スクール
生徒数

66名

ボランティア
コーチ数

36名

コーチ  荻野　敦子
チームドクター 黒川　駿哉
アンバサダー 村林　裕
アンバサダー 久保田　淳
アンバサダー　　小寺　純子

2025 年 3月 31日現在

( 三鷹プレスクールを含む )
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認定特定非営利活動法人トラッソス
〒132-0021
東京都江戸川区中央4-20-18　米冨ハイツ1F
TEL/FAX　03-5879-5879
Website: https://tracos.jp


